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　　　　　　　　　　　　大熊星配置に5〈一星が加はる

　北極をめぐる北斗七口のうちの二二を除いた5ケの星が互ひに孟行した運動

をして居るがため，出れを“大熊墨群”と呼ぶことは長い以前から知られて居

り・f削ま陰れに，シリウスや，冠座α星や，共の他，総計20ケばかりの星が此

の群に高してるる．♂〉から6～7年前，オランダのヘルツスプルングE．HerZ－

sprung博士がグル1ムブリヂ目鋒の第1970番星（ボスの穂口録の第17919番）も

亦此の大熊星群に駝することを暗示し，最近，英國のスマートW．M．　Smart

氏が綿密な計算上から之れを確澄した．

　このGr．1970星は，位置が

　　　赤経13h　11m34s　　赤緯＋56。58’　（但し1950年の分響iで）　　（　’fikl：lil〈“　：3c1）hf．1，．．．，zifMtz34S＋　oroi’J3i」’ff”S　＋5605－8’o！，o．．，：

で・全速度は毎年107’．6の：方向へ0・”115であり，光度は6・7斗，分光型はGOで

ある．大熊星群の集中鐵（赤維20h32m，赤緯一40。）からの距離は凡そ1320．3

であり，其の位置面は99つ．9となる．幌差は0！ノ039となるが，シレシンジャ氏の

観引写には0〃．045±0〃．009となってみる．下下光度は4．70で，GO畢生星の典

型である．親練速度は，親測からは，毎秒一7・9キロ，計算からは一一　12・8キ・

となる．

　　　　　　　　　　　　　夜　　空　　の　　光

　晴れた夜の室には，星の光りのほかに，伺ほ種々の光りがあることは・可な

り以前から知られ，其のために，8等星まで見えるべき筈の肉眼に，普通は6等

星までしか見えないのであるが，近年，フランスや米國の天文物理三者が此の

四二の光りの研究を盛んにやって居て，其の結果，例へば，J・Cabannesや

Dufay爾氏は，　tuf上100キロ以上の高室に夜三光の源があると言ぴ，之れに高

して，J．　Gauzit，　C．　R．　Elvey，　F．　E．　Roach氏等は，むしろ100キロ以下の

所に夜室光の源があると主張してみる．Gauzit氏は光波長2844Aあたりの短

波までの研究をなし，地上25キロ附近，帥ちオゾン層の最：も盛んな邊に夜室光

が嚢するものであることを見出した．

　近年，Joseph　Kaplan氏の實験研究によれば，攣態原子やNOγ帯からの光

がオゾン暦から稜することが知れた．自Pち，酸素を少：量だけ含む窒素からは，

凌室光に酷似する光が放射することが實験的に確かめられたのであって，其の
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中でも，最も著しいのはN2から出る禁止帯と・N及び0から出る禁止憩

であり，殊にOからは，今回始めてλ2972Aといふ（1So－sPI）の光力：見

つけられた．此等の線は皆Gauzit氏の夜杢光線のリストの中に載せられてみ

るものである．

　普通ならば，NOr帯よりもNOβ帯による光の方が強V・のであるが・被粂

光の中では，NOβは全く見えないで・NOrの光が強く・殊にλ2800A以下

の短波光を全く引き，只，λ2844Aが弱く輝やいてるる・之れはGauzit民の

表の中のλ　2844Aと同じものである．どうも，　NOβからの光が夜室光の中に

見えないのは，tゾン暦の吸牧によるものだろう．

　夜三光の中に禁止線が現はれてるるのは，恐らく・霞離したNO分子，1，

難のN・分子とがi凹して・酸素が’S・厭現はれ・窒素が2P欺態にな

るためらしく・之れは膣素中に働・の酸素を加へたがためtC’（2P『‘s）の光

線が現はれる實験と一一一rkし，歴力も，地上25キ・の高さの氣．唖と一致する．

　Compton氏の報告によれば，北緯38つに於いて，地上25キロの高さでメソ

ト・ンが見られるとのことであるが・1geL間に於いては，字鰍が上厭氣を竃

離することは少量であるにしても・夜空光の弱さと・又，メソトロンの襲生す

翻が麟光の羅同鵬さであることを考へftはせて見ると・字鰍が鰍
光の主な原因であるかも知れないことは，忘れられない．〔A．A．S．92物

　　　　　　　　　高い分母度による輝星スペクトルの研究

　v・つも時代の進歩のトップを進む米國ヰルソン山月文豪では，W・S・Adan】s

豪長の報・鵠こよれば・大反射鏡に分解能力の高いグレ1チングを慮熱して，明

るい↑醒の・ペクDレ研究をやってみる・初めは，“6呵”鵬ナ鏡のクデ式内

tC・“18駅”のプリズム劇扮光器を用みたが・塒は・“百ロ」’”反身伽こ挙隠

子とシミ1・・カメラとを用ゐ，殊に最高分解力のものとしては，“9；Yl”カメラに

Wood作のアルミ格子の第2次スペクトルを撮影してみるが・此の器械の分解

度は，ミリメ1トルに付き3Aであるといふ．

　上記の装置により，最近に獲た緒果は，

D3ケの三四星・巳防ペテルギウズ星と，アンYlレス星と・ヘルクレ袖

・星のガス暦刺こある才汗の元素の中性原子や電寓螺子の臓エネ・レギ1・IXL

　から來る二軍：線を獲見したこと，

2）　ヂネブ星の光の中に室間カルシウム線・を獲即したこと，

3）　ヴ．ガ星の微光スペクトル線の大多勲の異常なコントウル堰態，

4）　虻遣ひ室ζ星の黄色部に原因不明の半間線の獲見，

5）　フ’1クトウル星の1936－38年間に撮った分光寡眞19枚を測定して，太1翫じ
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差8．”805±0．”013を獲た．

超新星の綜合スペクトル

　ハ1ヴ1ド大學のペイン女史とホイプル氏等の研究によれば，超新星のスペ

クトル輝線は其のプロフィルが逆立引物線の形で，三幅は秒速6000キロに相子

し，其の星罷の爆獲以後の二二順序は，

　乖づ　　Fell，　Ilel　之れにIl，　Call，，Nalを含む．　ガス温度は16000。C．

　次いでIlell，　OII，　CII，　NII　但し，　Hellは特に装達する・

　次ぎに　C【II，　NIII，　OIII，　CIV，　OIV，　NV，　OV，　OVI．

　　　　　　　　　　　　流星速度の窮眞研究

　ハ1ヴ1ド天文憂では，数年前より，爲眞カメラの筒先きに廻韓シャタを：取り

付けて，流星の速度の測定をやってみる．其の結果について，F・L・WhipPle

氏が獲表した所によると，夏のペルセウス座流星の速度は，永い以前から之れ

が1862年の第3號彗星と同じ軌道に滑って運動してみるとV・ふ學論と極めて良

く一致してみる．

　又，12月の双子座から現はれる流星は，公縛週期が1．8年，離心率がO・9，近

日黒占距離が0．14輩位ξいふ軌道を有ってみる．

　又，別々に現はれた若干の流星を研究して見ると，傾斜の極めて小さV・，短

画期の軌道を有って居り，寝れ等は，最：近，聚見される小さい軌道の小遊星の

斬道に似てみる，伺ほ，今一つ，殆んど抱物線か或は双曲線の軌道を有ち，逆

行してみる流星をも獲見したといふ．．

　穂ての流星は，地球の回暦大氣を通過中に幾らか其の速変が減することが，

知れた．之れと，流星熱の獲生との關係も明らかになった．

　樹ほ，上記の如き，流星爲眞の研究により，かのOpik，　Hoppe爾氏の學論

から地上58－99キロメIFルの高さの上暦：大氣の密度を計算して見た．此の結

果は，他の方面からの研究とよく一致し，2Pち，上暦大氣の温度は上部成暦圏

から，二品上昇して途に高さ60キロの所では400。K（即ち，撮氏130。　C）にま

でなってみる．叉，Humphrey氏の詮，即ち，82キロの高さでは160。　K（撮氏

一一　1100　C）の温度となり，其れから上層では温度が上るとV・ふ論と矛盾しなv・・

　　　　　　　　　　　シ》プリ博士の宇宙研究

去る一月末，米國ワシントン府のNational　Academy　of　Scienceの例會でハ

1ゾ1ド大學のH．Shapley教授は2ケの銀河群の研究を獲表した．其れに擦
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ると，一は9000萬光年の距離に：あり，他は1億1700萬光年の距離にあり，各々

は約五〇〇〇ケの銀河系を含むものである．しかも此の銀河系一つづつが，3ζ，何

百億ケの太陽より成るものと考へられる．

　　　　　　　　　　　　一・角獣座BN星の謎

“いっかくじう座”のBN星は赤＄S・6h　14m・06e赤緯＋7’・24’（分貼1855年）iC

あって・爲眞光度13・0か日15・3まで愛光する不規則のN型星であるが・米國イ

ンヂヤナ大田でF・　K・　Edm・nd・・n氏の研究によれぽ・1924年・193埆三，1934

年・1936年・1938年の各年に極大光輝となった・攣光は普通は13～15等級であ

るカ㍉1936年には16等級に下降したとともある・又・1等級鞭の短週期鞠

も見られる．術ほ・H・L・Giclas氏はロ1エル天文藻で“13吋”望遠鏡により

爲眼光度と爲眞光度とを槻印してみるが・色指歎は1935年の初め＋4・9であっ

たのtCt　1938年末には＋3・9に陶・1939年の初め臆附した・色指数の轍

は腐虞光度の微弱な時に起ウ，最小は爲眼光度の極小の時に起る．

　　　　　　　　　　　愛光星霧N．G．　C．2261の正門

N・G・C・2261といふガ・星霧は・其のP付近にある一触座R星の光で鵬

されて・攣光するものであることは・1916年に米國ロ1エル天文鼓のV．M．

Sli・her博士が灘し蜥であるカ：・其の後23ケ年tC・・t）たって撮影された多く

の韻を洞天煉のC・0・L・m・1・・d氏が研究した所では・此の星霧と趣

の中間を・暗黒星野が時々通過するので・それに遮ぎられて・星霧の光り国構

だ不規則に攣動ずるやうに見えるのであるといふ．〔A．A．S．・9LY”〕

　　　　　　　　　　　地球の機造について

　米國のMalvin　G・Hoffman氏の研究によれば，地球は，

　　（1）　地表から10哩（15キロ）が，花崩岩とフk成岩とより成る層・．

　　（2）次ぎの20哩（深さ15－50キロ）カ｛・髄性の編牒や・澱柵ら

　　　　　　成る居．

　　（3）次ぎの30哩（深さ50－100キロ）が・t・achylyt・（斌岩の鰍破璃）の

　　　　　　暦．

　　（4）　次ぎの180哩（深さ100－400キロ）が，ヅン搬糖岩の暦．

　　（5）　それから中心部まで（深さ400－6400キ・ロ）がNifeの暦．

であって・（1）から（2）までを“臓”とP乎び・又・（1）から（3）までを1…t、，i。

Layer（李衡暦）と呼ぶ．（地學雑誌612）


